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震
災
避
難
協
定
締
結 

　
阪
神
淡
路
大
震
災
以
後
、
今
年
７
月
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
全
国
各
地
で
震
度 

６
を
超
え
る
大
震
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
大
震
災
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し
て
も
お 

か
し
く
な
い
状
況
な
の
で
す
。 

　
地
震
に
備
え
て
あ
な
た
は
何
ら
か
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
か
？
非
常
食
は
？
飲
料
水 

は
？
耐
震
強
度
は
大
丈
夫
で
す
か
？ 

　
今
回
は
、
「
東
京
都
港
区
東
麻
布
街
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
舟
形
町
安
全
・
安
心
ま 

ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
締
結
し
た
震
災
避
難
協
定
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

　
34
年
前
、
港
区
立
飯
倉
小
学
校
と
舟
形

町
立
小
学
校
と
の
間
で
児
童
交
流
学
習
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
間
の

交
流
に
発
展
。
毎
年
、
港
区
東
麻
布
商
店

街
で
行
わ
れ
る
「
か
か
し
ま
つ
り
」
や
「
東

麻
布
地
区
夏
ま
つ
り
」
に
出
店
し
、
舟
形

町
の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売
な
ど
を
通
じ
た

交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
れ
が
縁
で
個
人
的
な
交
流
を

し
て
い
る
方
も
多
勢
い
ま
す
。 

　
３
年
前
に
飯
倉
小
学
校
が
廃
校
に
な
っ

て
か
ら
も
、
そ
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
夏
に
「
東
麻
布
街

づ
く
り
協
議
会
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
３
年
目
と
な
る
今
年
も

港
区
か
ら
児
童
を
含
む
38
名
が
舟
形
町
を

訪
れ
、
川
遊
び
や
農
作
物
収
穫
な
ど
を
体

験
し
て
い
ま
す
。 

　
港
区
東
麻
布
と
舟
形
町
は
以
前
か
ら
長

い
交
流
の
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。 

 

  

　
震
度
６
を
超
え
る
地
震
が
発
生
す
る
と
、

多
く
の
住
宅
が
倒
壊
し
、
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
住
民
の
方
が
急
増
し
ま
す
。 

多
く
の
場
合
、
小
学
校
や
公
民
館
な
ど
が

避
難
所
と
な
り
、
そ
の
後
、
仮
設
住
宅
な

ど
へ
移
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、
港
区
東
麻
布
は
東
京
都
の
ど

真
ん
中
。
大
震
災
が
発
生
し
て
も
避
難
す

る
公
共
施
設
は
な
く
、
し
か
も
、
仮
設
住

宅
を
建
設
で
き
る
よ
う
な
空
き
地
も
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
大
震
災
が
発
生
し
た
場
合
の
計
画
を
し

っ
か
り
と
作
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
、
大
変

な
混
乱
を
招
い
て
し
ま
う
の
で
す
。 

　
今
回
締
結
し
た
震
災
避
難
協
定
も
、
そ

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

   

　
東
京
都
を
含
む
首
都
圏
が
震
災
に
遭
い
、

港
区
東
麻
布
に
お
い
て
多
く
の
避
難
住
民

が
発
生
し
た
場
合
、
舟
形
町
が
そ
の
受
け

入
れ
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

【
加
入
者
】 

　
こ
の
震
災
避
難
協
定
に
加
入
を
希
望
す

る
港
区
東
麻
布
の
方
は
、
入
会
金
５
，
０

０
０
円
と
年
会
費
５
，
０
０
０
円
を
支
払

い
震
災
協
定
へ
加
入
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
は
毎
年
更
新
で
、
翌
年
以
降
は
年
会
費

を
毎
年
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
受
け
入
れ
場
所
】 

　
猿
羽
根
山
体
験
実
習
館
や
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
公
共
施
設
等
が
受
け
入
れ
場
所
と
な
り

ま
す
。 

【
滞
在
期
間
】 

　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
際
は
仮
設
住
宅

が
完
成
す
る
ま
で
、
約
30
日
か
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
参
考
に
、
舟
形
町
で
の
受

け
入
れ
期
間
は
60
日
以
内
と
し
ま
す
。 

【
受
け
入
れ
人
数
】 

　
舟
形
町
の
公
共
施
設
等
で
受
け
入
れ
で

き
る
最
大
人
数
は
２
０
０
人
で
す
。
主
に
、

高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
、
被
災
地
で
の
復

旧
活
動
が
困
難
と
思
わ
れ
る
方
が
中
心
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

【
経
費
】 

　
避
難
時
に
必
要
な
経
費
は
、
基
本
的
に

加
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。 

【
交
通
手
段
】 

　
被
災
地
か
ら
舟
形
町
ま
で
の
交
通
手
段

は
各
自
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

　
震
災
が
発
生
し
た
場
合
は
年
会
費
を
、

避
難
に
要
す
る
経
費
に
充
て
ま
す
。 

　
震
災
が
な
い
場
合
は
、
年
会
費
の
範
囲

内
で
、
舟
形
町
の
野
菜
や
特
産
品
な
ど
を

毎
年
加
入
者
の
方
へ
お
送
り
し
ま
す
。
舟

形
町
に
と
っ
て
は
、
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
チ

ャ
ン
ス
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
き
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、
町
内
の
経
済
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

背
　
景 

震
災
の
恐
ろ
し
さ 

震
災
避
難
協
定
の
概
要 

舟
形
町
の
メ
リ
ッ
ト 

震災避難協定調印式の模様（伊藤町長  写真左と大島会長  写真右） 
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　わたしたちの生命と財産を 
守る防災の環境は、町消防団員で 

組織する自治消防（非常備消防）と最上 
広域市町村圏事務組合で運営する最上広域 
消防の常備消防があります。最上広域消防 
は最上管内の各市町村の負担金によって運 

　　営されています。　　　　　　　　　　　 
しかし今日、この負担金が市町村の財政 
を圧迫している状況になってきています。 
最上広域市町村圏事務組合では、各市町村 
に検討委員会を設置し、経費削減のための 
組織再編について検討するよう指示を出し 
ました。これを受け町でも６月29日に「舟 
形町消防救急業務検討委員会」を設置して 
現在、検討をすすめています。　　　　　 

　
平
成
９
年
度
に
最
上
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
（
以
下
、
最
上
広
域
と
い
う
）
が

消
防
分
署
・
支
署
の
統
廃
合
に
つ
い
て
「
消

防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
」
へ
調
査
を
依
頼

し
ま
し
た
。
調
査
は
統
廃
合
し
た
場
合
の

火
災
又
は
救
急
発
生
現
場
ま
で
の
到
着
時

間
や
、
消
防
分
署
・
支
署
の
再
配
置
に
つ

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
現
在

の
８
署
体
制
を
見
直
し
、
６
署
体
制
が
妥

当
と
の
調
査
結
果
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
最
上
管
内
の
市
町
村
長
で
組

織
さ
れ
る
最
上
広
域
理
事
会
は
、
平
成
22

年
に
最
上
広
域
消
防
職
員
の
団
塊
世
代
が

大
量
退
職
す
る
こ
と
な
ど
も
踏
ま
え
、
検

討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
最
上
広

域
消
防
職
員
の
事
務
部
局
へ
の
出
向
や
計

画
的
な
職
員
採
用
に
つ
い
て
、
最
上
広
域

議
会
の
理
解
を
得
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て

き
ま
し
た
が
抜
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。 

　
平
成
18
年
７
月
に
は
、
消
防
分
署
・
支

署
の
統
廃
合
を
重
点
的
に
検
討
す
る
た
め
、

「
消
防
体
制
検
討
会
」
を
設
置
し
、
６
署

体
制
を
基
本
に
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
同
じ
頃
、
最
上
広
域
議
会
議
員
で
組

織
す
る
「
調
査
検
討
特
別
委
員
会
」
で
も

検
討
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
最
上
広
域
議
会
か
ら
出
さ

れ
た
要
望
書
は
、 

「
早
急
に
現
在
の
８
署
体
制
を
見
直
し
、

現
存
す
る
分
署
・
支
署
を
活
用
し
、
５
署

体
制
と
す
る
配
置
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ

に
合
わ
せ
た
適
正
人
員
体
制
と
す
る
こ
と
」

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
要
望
書
が
平
成
18
年
12
月
に
最
上

広
域
執
行
部
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
19
年
１
月
の
最
上
広
域
議
会
で
は

理
事
長
（
新
庄
市
長
）
が
今
年
７
月
ま
で

に
方
針
を
提
示
す
る
と
回
答
。
ま
た
、
先

般
の
８
月
21
日
の
最
上
広
域
議
会
の
全
員

協
議
会
で
は
、 

「
自
治
消
防
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
病

院
救
急
体
制
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
順
次

中
央
へ
統
廃
合
す
る
。」 

と
い
う
方
針
を
最
上
広
域
議
会
に
提
示
し

て
い
ま
す
。 

 

   

　
舟
形
町
の
常
備
消
防
は
、
舟
形
消
防
分

署
が
あ
り
、
火
災
、
水
難
事
故
、
交
通
事

故
な
ど
の
際
、
い
ち
早
く
現
場
に
駆
け
つ

け
、
町
民
の
生
命
財
産
を
守
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
業
務
は
舟
形
消
防
分
署
に
は

配
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
野
か
ら
沖
の
原

ま
で
の
町
の
東
側
は
、
新
庄
の
消
防
本
部

か
ら
救
急
車
が
出
動
し
、
小
松
か
ら
松
橋

ま
で
の
町
の
西
側
は
大
蔵
分
署
か
ら
救
急

車
が
出
動
し
て
い
ま
す
。
大
蔵
分
署
の
消

防
車
や
救
急
車
が
出
動
し
て
い
る
時
は
、

町
の
西
側
に
も
消
防
本
部
か
ら
出
動
し
、

広
域
的
な
連
携
で
対
応
し
て
い
ま
す
。 

   

　
人
口
が
少
な
く
な
り
、
消
防
団
員
数
も

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
非
常
備
で

あ
る
消
防
団
員
は
、
町
消
防
団
活
動
を
中

心
に
予
防
消
防
や
有
事
に
備
え
た
訓
練
で

防
災
力
を
高
め
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
も
し
舟
形
分
署
が
な
く
な
っ

た
場
合
、
今
と
同
じ
よ
う
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
現
在
の
常
備
消
防
体
制
を
維
持
す
る
た

め
、
町
で
は
年
間
約
１
億
の
負
担
金
を
支

出
し
て
い
ま
す
。
消
防
救
急
の
安
心
と
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
金
額
が
高
い

の
か
安
い
の
か
、
ど
う
し
た
ら
現
状
の
消

防
救
急
体
制
を
維
持
で
き
る
の
か
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。 

    

　
町
の
消
防
団
は
、
国
の
消
防
組
織
法
に

基
づ
き
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律

が
平
成
18
年
６
月
に
改
正
さ
れ
、
市
町
村

消
防
の
広
域
化
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
、

県
で
は
今
年
度
末
ま
で
に
「
推
進
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
度
の
最
上
広
域
に
お
け
る
常
備
消

防
体
制
の
再
編
の
検
討
と
、
国
が
推
進
す

る
市
町
村
消
防
の
広
域
化
の
話
と
２
つ
の

流
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
最
上
管
内
に
お
け
る
広
域
消
防
の
再
編

の
検
討
は
、
消
防
救
急
業
務
の
た
め
に
各

市
町
村
が
負
担
し
て
い
る
負
担
金
が
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
の
財
政
を
圧
迫
さ
せ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
広
域
消
防
職
員
の
内
、

団
塊
の
世
代
が
近
い
将
来
数
多
く
退
職
す

る
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。 

　
国
の
市
町
村
消
防
の
広
域
化
の
話
は
、

消
防
本
部
の
管
轄
す
る
人
口
の
減
少
や
消

防
団
員
数
の
減
少
な
ど
の
流
れ
に
対
応
す

る
た
め
、
消
防
署
の
配
置
や
管
轄
区
域
を

見
直
し
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
広
域
化

の
目
標
と
な
る
消
防
本
部
の
規
模
は
、
管

轄
人
口
30
万
人
以
上
を
目
標
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
理
的
条
件
、
交
通
事

情
、
日
常
生
活
圏
、
広
域
行
政
、
地
域
の

歴
史
、
管
轄
面
積
の
広
狭
、
人
口
密
度
な

ど
の
地
域
事
情
に
十
分
配
慮
し
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
市
町

村
合
併
と
同
じ
よ
う
な
流
れ
で
国
が
進
め

て
い
る
内
容
で
す
。 

　
こ
う
し
た
２
つ
の
流
れ
を
整
理
し
な
が

ら
、
町
民
の
生
命
財
産
そ
し
て
安
心
安
全

を
ど
う
守
っ
て
い
く
の
か
、
今
後
の
町
の

消
防
救
急
業
務
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
さ

ん
か
ら
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
次
回
で
は
、
検
討
し
て
い
る
内
容
に
つ

い
て
掲
載
し
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

広
域
消
防
の
現
状 

町
の
消
防
業
務
の
課
題 

広
域
消
防
救
急
体
制
編
成 

　
　
　
　
の
２
つ
の
流
れ 

最
上
広
域
消
防
の
統
廃
合
を
検
討 
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問1　年齢は？ （回答数802） 

（回答数710） 

10代 2％ 

20代 
11％ 

30代 
13％ 

40代 
21％ 

50代 
26％ 

60代 
14％ 

70以上 
13％ 

問2　お住まいは？ （回答数804） 

その他 １％ 

長沢 
25％ 

舟形 
41％ 

富長 
16％ 

堀内 
17％ 

問3　家族構成は？ （回答数795） 

１人 
暮らし 
8％ 

１世代 
33％ 

２世代 
35％ 

３世代 
21％ 
 

４世代 ３％ 

 

舟形町内 
40％ 

新庄市内 
26％ 

村山地方 
14％ 

庄内地方 １％ 

その他 
12％ 

最上郡内 
７％ 

（回答数787） 問5　今後もずっと舟形町に住んでいたいと思いますか？ 

はい いいえ 

（回答数766） 問6　若者の減少は何か原因だと思いますか？（複数選択OK） 

はい 
82％ 

いいえ 
18％ 

40代以上 10～30代 40代以上 

全 体 

全 体 

10～30代 

自然が豊かだ 
15％ 

家を継ぐ 
必要がある 
13％ 

隣近所とのつながりが 
良い　8％ 

買い物や交通 
が不便　20％ 

やりたい仕事 
がない　16％ 

大型店 
舗がない 
12％ 

近所 
付き合い 
が大変だ 
　11％ 

若者が 
少ない 
10％ 

賑わいがない 
８％ 

住宅環境 
が悪い  ７％ 

地域の活動が面倒　６％ 

都会に住みたい　４％ 

教育が不十分　４％ 

下水などの衛生環境が悪い  １％ 

親元を離れて生活したい  １％ 

実家に住んで 
いたい　５％ 

下水などの衛生環境が 
良い　４％ 生活費が安い　１％ 

住宅環境がよい　４％ 
教育が充実している　１％ 

親や家族 
との同居 
11％ 

のんびり 
できる 
９％ 

勤務先が 
近くにある 
８％ 

舟形町で生まれ 
育ったから 
21％ 
 

やりたい仕事が 
近くにない 
41％ 

やりたい仕事が 
近くにない 
33％ 

雪処理が大変 
28％ 

雪処理が大変 
18％ 

都会への憧れ 
11％ 

都会への憧れ 
16％ 

勉学のため 
10％ 

勉学のため 
10％ 

実家を出て生活したい ５％ 

やりたい仕事 
が近くにない 
39％ 

雪処理が大変 
25％ 

都会への 
憧れ 12％ 

勉学の 
ため 10％ 

実家を出て生活したい ６％ 

住宅・宅地（アパートを含む）がない　５％ その他　３％ 

・
舟
形
町
に
空
い
て
い
る
ア
パ
ー
ト

　
や
団
地
が
な
い
。
若
い
夫
婦
が
住

　
み
た
い
が
、
順
番
待
ち
に
な
っ
て

　
い
る
。
親
た
ち
も
若
い
か
ら
ま
だ

　
同
居
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
い
。
ア

　
パ
ー
ト
な
ど
住
む
所
を
ド
ン
ド
ン

　
増
や
し
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
。 

 

・
定
住
対
策
に
つ
い
て
の
企
画
立
案 

　
過
程
に
お
い
て
若
者
の
声
を
積
極

　
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必

　
要
か
と
思
い
ま
す
。 

 

・
無
理
を
し
て
対
策
な
ど
し
な
く
て

　
良
い
。 

 

・
子
ど
も
が
少
な
く
、
子
ど
も
同
士

　
の
遊
び
が
う
ま
く
で
き
ず
か
わ
い

　
そ
う
。 

 

・
近
所
づ
き
あ
い
が
大
変
。
簡
素
化

　
な
れ
ば
よ
い
。 

 

・
婦
人
科
・
小
児
科
を
充
実
さ
せ
て

　
欲
し
い
。 

 

・
農
林
水
産
業
の
安
定
化
を
希
望
。

　
後
継
者
が
い
な
く
な
る
。 

 

・
住
民
参
加
型
の
話
し
合
い
の
場
も

　
つ
く
っ
て
欲
し
い
。 

  

・
働
く
と
こ
ろ
が
数
多
く
、
業
種
も

　
多
く
あ
れ
ば
、
町
に
人
が
集
ま
り

　
い
ず
れ
定
住
す
る
の
で
は
な
い
で

　
し
ょ
う
か
。 

 

・
舟
形
町
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
が
、

　
流
雪
溝
の
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

　
計
画
的
に
整
備
に
取
り
組
ん
で
欲

　
し
い
。 

 

・
次
々
と
新
し
い
こ
と
を
進
め
る
の

　
で
は
な
く
、
現
状
を
良
く
す
る
よ

　
う
に
整
備
に
力
を
い
れ
た
ら
い
い 

　
の
で
は
。 

 

・
も
っ
と
思
い
切
っ
た
対
策
は
で
き    

　
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
料
金
無
料   

　
の
24
時
間
保
育
園
と
か
シ
ン
グ
ル

　
マ
ザ
ー
・
フ
ァ
ザ
ー
の
受
け
入
れ

　
支
援
な
ど
。 

 

・
町
の
特
色
が
な
く
、
住
ん
で
い
て

　
も
他
の
都
市
の
人
に
自
慢
で
き
る

　
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

・
今
、
田
舎
暮
ら
し
に
注
目
し
て
い   

　
る
都
会
の
人
が
い
る
と
の
こ
と
。

　
舟
形
、
山
形
県
は
雪
は
降
る
け
ど

　
自
然
、
食
べ
物
、
人
の
良
い
と
こ

　
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
都
会

　
を
離
れ
て
田
舎
で
暮
ら
し
た
い
と

　
思
っ
て
い
る
人
に
、
舟
形
町
を
紹

　
介
す
る
働
き
か
け
を
し
て
み
て
は

　
ど
う
か
。
ま
た
、
も
し
住
む
人
が

　
い
た
ら
特
典
を
つ
け
た
ら
よ
い
の

　
で
は
。 

・インターネット環境が最悪。 

・医療・子育ての安全性に不安 

・町としての魅力がない。中心

　部に住みたい。 

・舟形町を含め最上地域に就職先がなく給　

　料も安い。これが一番の原因。 

・親や周囲に縛られない自由な生活がしたい。 

・隣近所とのつきあいなど昔からの風習が嫌

　だから。 

・近くに充実した商店等が少ない。活気がなく、

　遊ぶところが少ない。 

 舟形町の人口は減少し続けています。特に若い

世代の減少が著しく、町の少子化や地域の衰退な

どにもつながる重大な問題です。 

 この対策の一環として６月下旬に定住対策アン

ケートを実施しました。その結果がまとまりまし

たのでお知らせします。 

 なお、若い世代からの回答も多かったため、

10～30代と40代以上の方で回答に差がある項目

については比較グラフを掲載しています。また、

各質問事項についてお寄せいただいたコメントも

抜粋し、ご紹介します。 

＜配布数：１,７２７＞ 

　　　　　　＜回収数：８１０＞ 

　　　　　　＜回収率：４６.９％＞ 

住宅・宅地（アパートを含む）が 
ない ４％ その他　１％ 

実家を出て生活 
したい 10％ 

住宅・宅地（アパートを含む）が 
ない 9％ 

その他　4％ 

舟形町内 
48％ 

舟形町内 
24％ 

新庄市内 
22％ 

新庄市内 
39％ 

最上郡内 
５％ 

最上郡内 
８％ 

村山地方 
12％ 

村山地方 
22％ 

庄内地方 １％ 

庄内地方 ０％ 

その他 
 ７％ 

その他 
12％ 

問4　勤務地はどちらですか？ 

コ
メ
ン
ト
集 

定住対策アンケート結果 定住対策アンケート結果 
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・
結
婚
し
て
若
い
夫
婦
が
新
庄
の
ア

　
パ
ー
ト
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
で

　
町
外
に
出
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た

　
い
な
い
と
思
う
。
町
外
に
出
な
く

　
て
も
住
め
る
住
宅
、
住
環
境
を
整

　
備
し
て
は
ど
う
か
。
舟
形
の
人
口

　
を
増
や
せ
る
よ
う
に
よ
り
よ
い
対

　
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

　
い
ま
す
。 

 

・
舟
形
は
高
齢
者
介
護
な
ど
は
優
秀

　
で
あ
る
と
思
う
が
、
高
齢
者
の
た

　
め
だ
け
に
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と

　
ん
ど
で
あ
り
、
若
者
は
な
い
が
し

　
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
町
の

　
イ
ベ
ン
ト
（
若
鮎
ま
つ
り
な
ど
）

　
が
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
。 

 

・
起
業
し
た
く
て
も
高
速
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
の
で
は
話
に

　
な
ら
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
若
者
に
と
っ

　
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

　
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
を

　
ぜ
ひ
整
備
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

　
す
。 

 

・
予
防
接
種
や
フ
ッ
素
な
ど
他
市
町

　
村
よ
り
充
実
し
て
い
る
。
し
か
し

　
医
師
不
足
に
よ
り
産
科
の
減
少
に

　
は
不
便
を
感
じ
る
。 

（回答数164） 

40代以上 10～30代 

全 体 

（回答数435） 

１人 
暮らし 

8％ 

１世代 

33％ 

２世帯 

35％ 

３世代 

21％ 
 

（回答数261） 

（回答数275） 

問14 将来についてどんなことに不安を 
感じますか？３つ選んでください。 

問11 卒業後舟形町に戻って来る方を増や 
すにはどんな対策が必要だと思われ 
ますか？ （回答数469） 

（回答数601） 
（回答数529） 

（回答数722） 

問13 若者が望む仕事を郡内に生み出すに 
はどのような対策が必要だと思いま 
すか？ 

 今回のアンケート結果から、定住対策には

住宅対策とともに雇用対策も同時に進めるこ

とが重要であるという意見が多かったようです。 

 また、町の財政事情を考慮し、費用対効果

を十分に検討した上で対策を進めていくこと

が重要であるという意見も多いようでした。 

 このアンケート結果をもとに、今後、定住

対策委員会などで検討し、町政へ反映させて

いただきたいと考えています。 

 ご協力いただき、本当にありがとうござい

ました。 

流雪溝の整備 
50％ 

融雪・消雪機材 
設置への助成 
　　38％ 

地域ボランティアの 
協力　８％ 

１戸建て貸し家 
38％ 

20戸程度の 
中型アパート 
19％ 

20戸程度の中型 
アパート　12％ 

20戸程度の中型 
アパート　29％ 

10戸程度の 
小型アパート 
18％ 

10戸程度の 
小型アパート 

21％ 

10戸程度の 
小型アパート 

19％ 

宅地造成 
14％ 

宅地造成 

17％ 
宅地造成 
10％ 

50戸以上の大型 
マンション  ４％ 

50戸以上の大型 
マンション  ４％ 50戸以上の大型 

マンション  ３％ 

その他  ７％ 

その他  ７％ 

進める 
51％ 

止める 
49％ 

その他 ４％ 

・除雪機にガソリン代の助成。 

・自然エネルギーを利用した融雪システムの

　利活用。 

・川の水を利用できるので緊急な対策を望む。 

・学んだことが活かせる職場がないことについて、 
　これこそしっかり考えて実行してください。 
・この町では人生の保証がない。 
・舟形町や地域の良さについて学校教育にもっと取り 
　入れるべき。 

・お金になる仕事。どんな仕事でも賃金が安く、

　生活できない。 

・給料の高い仕事。 

・商社、金融、保険、広告。 

・何をやってよいのか分からないのでは。 

・個性を生かせる職場が必要。 

・若者優遇。教育、医療、住宅。 

・可能性を広げるために進学したのだから帰って

　くることを期待するのが無理。 

・古い考えにこだわらず若者の意見も取り入れる。 
・地元起業を支援してほしい。 
・まず企業を呼ぶ工夫。 
・自然と農業を基礎とした産業興し。 
・誘致企業への優遇措置。 
・賃金、人材、コネクションが乏しい。郡内一致団結
　して対策を考えるべき。 

学んだことを 
活かせる職業 
がない 
　53％ 

大手企業 
への就職 
　21％ 

都会の便利 
さへの憧れ 
18％ 

お金を貯める 
ため  ３％ 

大人になりきれていない  ２％ 
その他  ３％ 

大手企業の 
誘致  35％ 

業種の増加 
28％ 

大型店舗の 
誘致　11％ 

交通網 
の整備 9％ 

教育の強化（家 
を継ぐ意識な 
ど）７％ 

高速インターネット 
の整備　７％ 

その他　3％ 

コンピュータ 
関連　23％ 

製造業 
12％ 

サービス業 
11％ デザイン 

ファッション 
11％ 

法律 
公務員 
８％ 

介護・医療 
８％ 

理容・美容 
７％ 

教育・スポーツ 
６％ 

土木・建築 ４％ 
その他　２％ 

飲食業 ２％ 旅行・観光 ２％ 

農林水産業 １％ 
マスコミ・芸能 ３％ 

企業誘致 
66％ 

起業家の育成 
19％ 

高度教育の充実 
10％ 

その他　５％ 

年金 
20％ 

収入 
19％ 

医療 
16％ 

介護 
15％ 

仕事 
14％ 

子育て　3％ 

教育　3％ 
その他　1％ 

福祉 
９％ 

問7 雪処理を軽減するにはどんな対策が 
有効だと思いますか？ 

問8 どのような住宅対策が有効だと思い 
ますか？ 

問12 若者はどんな仕事を求めて転出するの 
だと思いますか。３つ選んでください。 問9 定住対策として実施する、住宅建設や宅地造成を今後とも積極的に進めるべきだと 

思いますか？ 

１戸建て貸し家 

46％ 

１戸建て貸し家 

32％ 

問10 進学のため転出した方が、卒業後に 
舟形町に戻ってこない理由は何だと 
思われますか？ 

・すべて不安に 

　考えている。 

・集落の崩壊。 

・各地域及び町 

　全体の過疎化。 

・後継者。 

ま・と・め 

・まずは安定した働く場所が近く

　になければ住宅建設も宅地造成

　も税金の無駄遣いだ。 

・基盤となる産業を育ててから行

　うべき。 

・税金の無駄遣いだ。効果が見え

　ない。 

・仕事や大型の店などがないのに

　人は集まりません。みな出てい

　きます。 

・費用対効果で効果があるかどうか考えるべき。税

　金などの個人負担が大きくなりそうです。 

・町の財政が良くないので無理してやる必要はない

　と思う。 

・急な人口増は期待できない。無駄遣いを省くべき。

　必要性が出てきたときに考えるべきだ。 

・宅地にこれ以上金をかけずに福祉に力を入れて欲

　しい 

・今住んでいる人が満足するようなことをやった方

　がいい。光通信の整備など。 

・若い世代の低収入でも無理な

　く入居できる町営アパートが

　少ない。もっとあってもいい。 

・新庄近辺に通勤できるので進

　める必要がある。 

・舟形に住みたくても、同居が

　いやだとどうしても新庄市な

　どに転出してしまう。 

・学校を終えてから自立した生

　活をしたいと思う人が多い。 

・若い夫婦は一度は自分たちの生活をしたがる。 

・町営住宅は独り身の人が入れないので一人でも入

　れるようにしてもらいたい。 

・住宅を多くして次男や三男など兄弟たちも舟形町

　に住めるようにして欲しいです。 

・１世代のみでなく４世代へつながる住宅を。 

・中型アパートが多数あれば他市町村からも希望が

　あるのでは。 

・若い人たちに魅力ある宅地造成をしてはどうか。

　コンビニや公園など。 
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わ だ い ③  

皆様からの義援金に感謝 ま
ち
の
わ
だ
い
 

ま
ち
の
わ
だ
い
 

まちのわだい  まちのわだい  

わ だ い ①  

五橋中で文化祭 

　堀内地区の消防団員が公共施設の草刈り 
ボランティアを行いました。この草刈りボ 
ランティアは今回が初めての実施。少しでも 
地域の役に立ちたいと実施されたものです。 
 

　この度、飲酒運転防止キャンペーンが 
行われ、交通安全協会舟形支部と舟形町 
交通安全母の会が町内の飲食店を巡回し、 
手づくりの車のキーおあずかりボードな 
どを配布し、啓発を行いました。 

　８月10日、交通安全協会舟形支部と舟形町 
交通安全母の会が、国道13号線舟形橋ＰＡで 
ドライブマナーキャンペーンを行い、帰省客へ交 
通ルールと安全運転を呼びかけました。 

　舟形町観光ボランティアガイド協会が、猿羽 
根山公園の羽州街道跡地の刈り払い作業を実施 
しました。これは自然歴史散策路の現地調査・ 
環境整備の一環で行われたものです。 

　縄文のビーナスが出土した西堀地区の西の 
前遺跡の石碑周辺を西堀老人クラブのみなさ 
んが草刈り環境美化活動ボランティアを行い 
ました。 

　舟形老人クラブの30名が今年２回目の舟形 
小学校花壇の草むしりボランティアを行いまし 
た。参加された方は「大勢で話しながら作業で 
きて楽しい。」と語っていました。. 

　新潟県中越沖地震で被災された方を支援するため、

町議会議員全員から合計10万円の義援金をいただ

きました。 

　また、役場窓口でも募金を受け付け、町民の皆

様から多大なるご協力をいただきました。集めら

れた義援金は日本赤十字社を通じて被災地に送ら

れました。本当にありがとうございました。 

 

 今年５月に教育旅行で舟形町を訪れた、仙

台市の五橋中学校で文化祭が行われました。 

 町の伝統芸能の代表として猿羽根太鼓がス

テージに登場すると、その迫力ある太鼓の音

色に、生徒や保護者らは大感動。また、農産

物のＰＲ・販売ではほぼ全て完売し、生産者

の顔が見える農産物に、お買い上げになった

方は満面の笑顔を見せていました。 

敬老会で堀内囃子披露 陶芸教室  
 ９月16日堀内地区の敬老会が行われ、堀

内小学校の堀内囃子が披露されました。 

 この堀内囃子は昨年度に卒業した後藤大

樹さんが作曲したもので、５・６年生がそ

れを引き継いで演奏しています。昨年度は

衣装もありませんでしたが、今年、堀内地

区の「長寿会」から袢天が寄贈され、それ

を着ての披露となり、併せてその伝達式も

行われました。 

　９月16日、陶芸教室が生涯学習センターで、

18名が参加して実施されました。講師は、昨年に

引き続き陶工房～Noah～代表の金寛美さん（一の

関）。 

　手ロクロという手法で湯飲みやどんぶり、ぐい

飲みづくりに挑戦しました。 

　参加者それぞれに面白い発想の作品が多く、焼

き上がりがとても楽しみです。 

　今後の趣味としての楽しみが広がる、いいきっ

かけになったようです。 

わ

だ

い

④

 

わ

だ

い

⑤

 わ だ い ②  

３つの保育所で 
　　　　  運動会開催 

 ９月15日、秋晴れの空のもと町の３つの保

育所で運動会が行われました。来年度から保

育所が統合するということもあり、各保育所

では最後の運動会です。練習の成果は出せた

かな？保護者や地域の方の応援を受け、一生

懸命にがんばるみんなの顔がキラキラ輝いて

いました。 

舟形保育所 南部保育所 

長沢保育所 

舟形保育所 南部保育所 

長沢保育所 
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 次回は、かかりつけ医についてご紹介していく予定です 。 

　この特集に関するご意見、地域医療のあり方に関する皆様のご意見をお待ちしております。 

下記窓口までメールかお電話でお寄せください。 

▼　連絡先　最上総合支庁保健企画課　�29－1258　Ｅ-mail:mogamihoken@pref.yamagata.jp 

　昨年、県が示した「本県の医療提供体制の基本方向」及び最上総合支庁が取りまとめた「最

上地域の医療体制のあり方に関する検討報告書」の中では、最上地域における医療の現状と課

題の主なものとして、以下の点があげられています。 

①　最上地域における唯一の基幹病院である県立新庄病院に地域内の患者が集中しているため、

　　本来担うべき高次の専門的な医療の提供などの役割を十分に果たせていない。 

　　　県立新庄病院の医師一人当たりの外来患者数は、他の地域の基幹病院と比べると多く、しか

　　も時間外の救急患者が県立新庄病院に集中しています。（県立新庄病院61.5％、その他の５病院

　　31.3％、在宅当番医7.1％） 

②　県立新庄病院をはじめ、地域内の町立病院などでは医師の確保が難しくなっている。 

　　　地域内でも医師確保対策に取り組んでいますが、地域内の病院に勤務する医師数は年々減少

　　しています。 

県立新庄病院の待合室 

　最上地域では、かかりつけ医の普及が十分でないなど、限

られた医療資源が有効に活用されているとは言えません。そ

こで、今後の最上地域の医療がどうあるべきか皆さんにも一

緒に考えていただきたく、最上地域の医療の現状などこれから４回にわたり取り上げていきたい

と思います。 

　第１回目の今回は、最上地域における医療の現状と課題についてご紹介します。 

　
舟
形
町
内
に
は
冬
期
間
の
雪
処
理
の
た
め
の
流
雪
溝

が
各
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、
そ
の
流
雪

溝
に
家
庭
ご
み
が
流
れ
て
く
る
と
い
う
苦
情
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
流
れ
て
く
る
ご
み
は
、
ス
ー
パ
ー
の
袋
に
入
っ
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や
空
き
カ
ン
、
紙
オ
ム
ツ
や
生
ご
み

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
町
で
は
き
ち
ん
と
分
別
し
指
定

さ
れ
た
衛
生
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
と
い
う
ル
ー
ル
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
っ
て
い
る
方

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
不
法
投
棄
を

す
る
と
い
う
行
為
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
も
流
雪
溝
に
不
法
投
棄
し
続
け
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
何
ら
か
の
手
立
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
す
。
せ
っ

か
く
の
流
雪
溝

が
使
用
で
き
な

く
な
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
ポ

イ
捨
て
や
不
法

投
棄
は
絶
対
に

し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
方
は
厳
し
く
注
意
し
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
監
視
員
と
な
り
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄

の
な
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
！
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

　
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。 

　
流
雪
溝
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
は
小
国
川
に
流
れ

ま
す
。
鮎
釣
り
や
投
網
、
川
遊
び
す
る
方
は
ど
う
思
う

で
し
ょ
う
？
良
い
イ
メ
ー
ジ
は
持
た
な
い
で
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
小
国
川
に
住
む
魚
や
生
き
物
に
は
影

響
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

　
不
法
投
棄
す
れ
ば
ご
み
を
運
ぶ
手
間
が
省
け
、
指
定

ご
み
袋
を
購
入
し
な
い
で
す
む
と
考
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
身
勝
手
な
考
え
が
舟
形
町
全
体

を
い
ろ
ん
な
意
味
で
汚
し
て
い
る
事
に
気
付
い
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

    

　
稲
刈
り
が
終
わ
る
と
燻
炭
を
作
る
た
め
の
「
も
み
焼

き
」
が
あ
ち
こ
ち
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。「
も
み
焼
き
」

は
規
制
の
対
象 

と
な
っ
て
い
ま 

せ
ん
が
、
近
年 

「
も
み
焼
き
」に 

対
す
る
苦
情
が 

相
次
い
で
寄
せ 

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
も
み
焼
き
」 

を
す
る
際
に
は
、 

住
宅
地
で
は
焼 

か
な
い
、
迷
惑 

を
か
け
な
い
な 

ど
の
配
慮
を
お 

願
い
し
ま
す
。 
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流
雪
溝
へ
ポ
イ
捨
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不
法
投
棄
し
な
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広報ふながた 19.9｜1213｜広報ふながた 19.9

平成19年度　奉納さばね山相撲大会　結果 
◎　北の湖杯　個人戦　（学年フリー各小学校４名ずつ選抜） 
　優勝　原田純也（富長小６年）　準優勝　原田宏夢（富長小６年）　第３位　早坂　竜（富長小６年） 

◎　小学生　団体戦（リーグ戦） 
　優勝　富長小学校　　　準優勝　堀内小学校　　　第３位　舟形小学校 

◎　小学４年生　個人戦 
　優勝　西尾浩暉（富長小）　　準優勝　齊藤　涼（長沢小）　　第３位　眞見　剛（舟形小） 

◎　小学５年生　個人戦 
　優勝　冨樫魅鹿（堀内小）　　準優勝　須藤優吾（富長小）　　第３位　斉藤　耕（堀内小）　 

◎　小学６年生　個人戦 
　優勝　原田純也（富長小）　　準優勝　原田宏夢（富長小）　　第３位　沼澤　平（舟形小） 

◎　中学生　団体戦 
　優勝　舟形中学校　　　準優勝　角川中学校 

◎　中学生　個人１部・２部リーグ戦 
　優勝　後藤大樹（舟形中）　　　準優勝　田中大亮（角川中）　　　第３位　安食朋寛（角川中） 

◎　中学生　個人３部リーグ戦 
　優勝　渡辺孝雄（舟形中）　　　準優勝　佐藤直人（舟形中）　　　第３位　斎藤孝文（舟形中） 

◎　高校生　団体戦 
　優勝　村山農業高等学校　　　準優勝　加茂水産高等学校 

◎　高校生　個人リーグ戦 
　優勝　大場　亮（神室産業）　　準優勝　海藤城司（加茂水産）　　第３位　工藤泰紀（加茂水産） 

◎　抜き相撲（３人抜き） 

　　　４年生Ａブロック 

　　　５年生Ａブロック 
　　　５年生Ｂブロック 
　　　５年生Ｃブロック 

　　　６年生Ａブロック 
　　　６年生Ｂブロック 
　　　６年生Ｃブロック 

　　　学年フリー追加１ 
　　　学年フリー追加２ 
　　　学年フリー追加３ 

 

西 尾 浩 暉（富長小）　齊 藤　  涼（長沢小） 

森　晋太郎（堀内小） 
斉藤　　耕（堀内小） 
冨 樫 魅 鹿（堀内小） 

原 田 純 也（富長小） 
原 田 宏 夢（富長小） 
早 坂　  竜（富長小） 

義 高　  樹（舟形小６年） 
阿 部 大 輔（舟形小６年） 
� 橋 駿 太（舟形小６年） 

く
ん
た
ん 



子どもたちの心にワクチン 
　　　「メディア・ワクチン」を 

　
ぼ
く
は
、
初
め
て
沖
縄
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
暑
く

ヤ
シ
の
木
も
あ
っ
て
南
の
国
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
青
い
空
と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が

育
つ
美
し
い
サ
ン
ゴ
の
海
で
す
。 

　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
は
満
潮
の
時
は
海
中
で
干
潮
の
と
き
は

砂
浜
に
育
つ
珍
し
い
木
で
す
。
こ
の
木
は
魚
の
住
み
か
に

な
っ
た
り
、
高
波
か
ら
海
岸
を
守
る
役
目
を
す
る
大
切
な

木
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
熱
帯
ア
ジ
ア
で
は
エ
ビ

の
養
殖
の
た
め
ど
ん
ど
ん
こ
の
木
を
伐
っ
て
い
る
た
め
、

高
潮
の
被
害
を
受
け
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。 

　
沖
縄
の
海
は
マ
リ
ン
ブ
ル
ー
で
透
き
と
お
る
と
て
も
き

れ
い
な
色
で
し
た
。
こ
の
海
に
は
色
と
り
ど
り
の
サ
ン
ゴ

が
住
ん
で
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
は
天
然
記
念
物
で
す
が
、
だ

ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ど
う
し
て
だ
か

分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
原
因
は
地
球
温
暖
化

だ
と
帰
宅
し
て
か
ら
新
聞
で
知
り
ま
し
た
。 

　
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
自
然
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー 
に参加して 

太田　　麗 くん 
（舟形小５年） 

　
７
月
30
日
、
こ
の
日
に
ぼ
く
は
沖
縄
に
初
め
て
行
き
ま

し
た
。 

　
沖
縄
に
行
っ
て
、
と
て
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
心
に
残
っ
た
思
い
出
が
２
つ
あ

り
ま
す
。 

　
１
つ
目
は
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
し
た
こ
と
で
す
。
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
け
ど
何
と

か
上
手
に
泳
げ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
沖
縄
の
海
に
は
と
て

も
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
多

か
っ
た
の
は
ク
マ
ノ
ミ
で
す
。
ク
マ
ノ
ミ
は
、
教
科
書
で

し
か
見
た
こ
と
が
な
く
て
本
物
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
２
つ
目
は
舟
か
ら
海
を
見
た
こ
と
で
す
。
色
々
な
色
の

サ
ン
ゴ
や
と
て
も
大
き
な
魚
も
見
ま
し
た
。
山
形
の
海
と

沖
縄
の
海
の
違
い
も
見
つ
け
ま
し
た
。
山
形
の
海
は
ち
ょ

っ
と
濁
っ
て
い
ま
す
。
で
も
沖
縄
の
海
は
と
て
も
き
れ
い

な
色
を
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
海
水
浴
を
し
た
所
は
漂
流

物
が
沢
山
あ
っ
て
、
濁
っ
て
い
ま
し
た
。
沖
縄
の
海
も
き

れ
い
な
色
を
し
て
い
な
い
所
も
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
沖
縄
に
行
っ
て
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
行
き
た
い
で
す
。 

初めて行った沖縄 

森　晋太郎 くん 
（堀内小５年） 

　Ｂ＆Ｇ財団主催の「Ｂ＆Ｇ海洋体験セミナー」が７月30日（月）

～８月３日（金）の４泊５日の日程で実施され、舟形町から太

田麗くんと森晋太郎くんが参加しました。 

　このセミナーはカヌーやヨットなど海洋体験活動や、マン

グローブの森での自然観察など、沖縄の大自然と親しむことで、

海や山の自然を好きになり、大切に思う心を持ってもらおうと、

毎年実施されているものです。 

　二人にとって、初めての沖縄はいったいどんなところだっ

たのでしょう。 

平成19年度Ｂ＆Ｇ「海洋体験セミナー」 

沖縄で自然体験 
26

26

26

26

26

 ７月27日午後７時より、町内外から150名の参加者とともに、現代社会と深く関わりのあるメディ 

アの弊害についての講演会が開催されました。最近、子どもたちの問題として、学力低下や不登校、 

反社会的事件など、いろいろなことがあげられています。それらはテレビやビデオ、ゲームといった 

メディアに小さいときから長時間接していることが原因のひとつと考えられています。人間として必 

要な社会力を獲得する時期に、テレビ・ビデオ・ゲーム漬けがこの時間を奪い取り、幼い脳の「大人 

こども」誕生の一因となっているようです。普段接しているメディアが子どもの脳や心をむしばんで 

いることに恐ろしさを感じました。子どものまわりにいる大人が田澤先生のお話の中に織り込まれた 

重要なメッセージを理解し、実践していかなければと思います。 

 小さいときからテレビやビデオ等の 

一方的な情報を与えているだけでは、 

人として生きる力やルールを学んでい 

くことができません。親子のコミュニ 

ケーションもなくなっていきます。 

舟形町国民健康づくり事業　教育講演 

独立行政法人国立病院機構仙台医療センター 

 　　小児科医長　田　澤　雄　作 氏 

 テレビだけでなくビデオやゲームなどのメ 

ディアに接していると脳は興奮状態になりま 

す。寝る直前までメディアに接していた子ど 

もはなかなか寝付くことができず、熟睡もで 

きないため、脳の疲労は残ってしまいます。 

脳の疲労がたまってくると、 

心の疲労である慢性疲労に 

なります。そのため、気力 

や集中力がなくなってきま 

す。 

日本小児科医会からの提言 

　 ①　２歳児までのテレビ・ビデオ視聴は控えましょう。 

　 ②　授乳中・食事中のテレビ・ビデオの視聴は止めましょう。 

　 ③　すべてのメディアにふれる時間を制限しましょう。 

　 　　１日２時間までを目安と考えます。 

　 　　テレビゲームは１日３０分までを目安と考えます。 

　 ④　子ども部屋にはテレビ・ビデオ・コンピューターを置かないようにしましょう。 

　 ⑤　保護者と子どもでメディアを上手に利用するルールを作りましょう。 

反社会的事件 
不定愁訴 
不登校 

保健室症候群 
朝起きない　食べない 

慢性疲労 
静かな眠り・休息の欠如 

勉強・ＴＶ・ＴＶＧ・スポーツ・レジャー 

親子のコミュニケーションの欠落 

メディアのかわりになる「遊び」「楽しい時間」をつくりましょう!

人間としての言語と感性の喪失 

うつ病？ 
　ニート 
　　パラサイトシングル 
　　　フリーター 

　　　　むかつく 
　　　　　きれる 

　　　　　　  理由のない 
　　　　　　　  いじめ 

　　　　　小学校１年の 
　　　　　学級崩壊 
 
　　　　　　多動 
　　蓄積の遅れ 
 
笑顔がない 
泣かない 

講  演 

子どもたちの心にワクチン 
　　　「メディア・ワクチン」を 
子どもたちの心にワクチン 
　　　「メディア・ワクチン」を 
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後期高齢者医療制度が平成２０年４月より始まります!

（図１） 

医療費　＝ 
窓口（本人) 
負担 

保険料 
(1割)

支援金（約４割) 
若年者の保険料 

公費（約５割） 
国：県：市町村＝４：１：１ 

保険料の決まり方 

保険料 均等割額 
(被保険者全員が頭割りで負担)

所得割額 
(被保険者の所得に応じて負担)

　老人医療費を中心に国民医療費が増大する中、現役世代と高齢者世代の負担を明確化し、 

公平で分かりやすい制度とするために、現在の老人医療制度にかわり「後期高齢者医療制度」 

が創設されることになりました。この制度の事務と財政運営を市町村と山形県内すべての市 

町村が加入する『山形県後期高齢者医療広域連合』が連携して行います。 

①被保険者は、75歳以上の方（生活保護受給者は除く）及び 65歳以上で寝たきり等の 

　一定の障害がある方で広域連合の認定を受けた方です。 

②被保険者証は個人単位での加入となり１人に１枚交付されます。 

③すべての被保険者の皆様から保険料を納めていただくことになります。 

　年金を年額１８万円以上受給している方は、原則、年金から引き落としとなります。 

④病気やけがで医療機関にかかったときの医療費の給付や窓口負担割合 

（一般の方１割、現役並み所得者３割）は、これまでの老人医療制度と同じです。 

⑤各種申請や届出の受付・保険証の引渡しなどの窓口業務は市町村で行います。 

後期高齢者医療制度が平成２０年４月より始まります!後期高齢者医療制度が平成２０年４月より始まります!

後期高齢者医療制度のポイント 

　医療機関にかかったときの費用は、医療機関の窓口で支払っていただく負担のほか、皆様から納めて 

いただく保険料、支援金、国・県・市町村からの公費でまかなわれます。　＊（図１） 

※例えば、年金収入額150万円の方は、黒い帯の長さが保険料額になります。 

（注）数字は夫婦２人世帯で夫の年金収入の額。軽減判定は、世帯主と被保険者全員の収入で行われます。 

保険料の納め方 ①年額18万円以上の年金を受け取っている方は、年金から保険料が天引きされます。 

　＊ 介護保険料と同様の方法で20年４月より天引き。年金支給時は、内容をご確認ください。 

②それ以外の場合は、口座振替や納付書により市町村に納めます。 

▼後期高齢者医療制度の保険料について　（平成19年11月に広域連合の議会で決定されます｡） 

≪お問い合わせ先≫ 
　　　山形県後期高齢者医療広域連合事務局　�　 �０２３（６１５）３７２１ 
　　　山形県後期高齢者医療広域連合HPアドレス　http://www.yamagata-kouiki.jp/  
　　　舟形町町民課税務国保班　　　　　　　　　 �（３２）２１１１（内線３３５） 

保
険
料
額 

(被保険者全員が頭割りで負担)
７割軽減 

153万円 

168万円 192.5万円 238万円 被保険者の収入額 

５割 
軽減 ２割軽減 

限度額50万円／年 

所得割額 

均等割額 

（被保険者の所得に応じて負担) 

保険給付の１割を、後期高齢者が分かち合います 

＋ 

＋ 

＝ 

※数え90歳以上の方です。（101名） ※敬称を略させていただきます。 数え年齢は、今年の誕生日を迎えた年齢（満年齢）に１歳を加えた年齢です。 
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新 日 本 石 油 販 売 店 

株式会社 佐藤良蔵商店 
〒999－4601　山形県最上郡舟形町舟形281－4舟形給油所 

ア ス ト モ ス ガ ス 販 売 店 
東京海上日動火災保険㈱代理店 

TEL （32）2166 ㈹  　FAX （32） 2845
舟形町舟形302 
TEL （32）2145　FAX （32）2145

■営業時間 
　昼／11：30～13：30　夜／5：00～10：00

御家族、お友達などの会合や会社、職場等の商談、宴会に御利用下さい。 
又、御祝儀・法要なども承っております。 
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舟形ヨサコイ「紅」 舟形ヨサコイ「紅」 

舟形小ソーラン踊り 舟形小ソーラン踊り 

堀内小学校田植え踊り 

南部保育所子宝太鼓 

子ども鮎つかみどり大会 

か
わ
い
い
お
茶
っ
娘 

ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド 

舟形町連合婦人会の艶やかな踊り 

高校生ボランティアがリサイクル 
コーナーでがんばりました。 

フリーマーケット 長沢三吉太鼓を見守る山崎メンズクラブのみなさん 

舟形町出身
の歌手最上

由起子さん
と新沼謙治

さんのデュ
エット 
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若あゆ温泉はみんなの憩いの場です。マナーを守ってご利用下さい。 
10月の若あゆ温泉の休館日は、10日（水）、24日（水） 

禁煙のすすめ 
喫煙はあなたの健康をおびやかします。 
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野
　
口
　
み
ど
り
（
埼
　
玉
） 

国
敗
れ
男
ら
去
勢
さ
る
る
と
の
噂
さ
に
脅
ゆ
か
の
日
巡
り
来 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖
の
原
） 

女
孫
よ
り
携
帯
の
メ
ー
ル
習
ひ
た
り
文
に
し
送
り
返
事
待
つ
吾 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
和
　
子
（
西
　
堀
） 

暑
き
日
の
続
け
ば
稲
田
目
に
見
え
て
穂
花
咲
き
い
で
日
毎
伸
び
ゆ
く 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
子
（
舟
形
二
） 

若
衆
の
見
事
な
山
車
の
行
列
に
町
の
夜
空
も
昼
の
如
し
に 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
加
　
藤
　
よ
う
子
（
新
　
庄
） 

初
夏
の
夜
空
を
焦
が
す
大
花
火
こ
ぼ
る
る
光
を
浴
び
て
見
惚
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
布
　
川
　
芙
美
子
（
横
　
浜
） 

盆
詣
り
果
さ
れ
ず
し
て
暑
き
日
を
父
母
へ
の
不
孝
遠
く
よ
り
詫
ぶ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
梅
　
津
　
ト
シ
子
（
舟
形
三
） 

乙
女
等
が
競
ひ
衣
に
つ
つ
み
こ
む
山
榛
の
木
の
一
本
そ
び
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
堀
） 

高
倉
の
山
に
聞
こ
ゆ
る
蝉
し
ぐ
れ
夕
方
な
る
も
更
に
賑
わ
し 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

憧
れ
の
あ
の
甲
子
園
の
グ
ラ
ン
ド
に
立
つ
日
夢
見
る
十
五
才
の
夏 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
場
　
雅
　
子
（
光
生
園
） 

海
開
き
必
死
に
砂
を
寄
せ
集
め
思
わ
ず
掴
ん
だ
夢
の
星
砂 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
沼
　
澤
　
正
　
博
（
光
生
園
） 

愛
ら
し
く
何
か
問
う
よ
な
囀
り
に
笑
み
が
零
れ
る
朝
餉
の
仕
度 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
興
　
　
　
珠
　
子
（
　
野
　
） 

【
千
風
会
「
初
秋
」
「
涼
風
」
】 

災
天
に
咲
き
盛
る
の
う
ぜ
ん
か
つ
ら
涼
風
に
ぽ
と
と
若
さ
散
ら
せ
り 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
喜
代
子
（
長
沢
一
） 

大
空
に
白
馬
か
け
ゐ
て
赤
ト
ン
ボ
真
白
き
そ
ば
の
花
に
と
ま
り
て 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真
木
野
） 

開
墾
の
父
母
の
守
り
し
稲
田
ま
た
波
う
ち
重
き
稲
穂
は
ぐ
く
む 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木
　
友
） 

午
前
五
時
か
ぶ
播
く
畠
に
秋
気
み
ち
生
終
へ
し
蝶
の
羽
根
の
い
た
ま
し 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
秀
　
子
（
長
沢
一
） 

今
年
酒
ふ
く
む
夫
の
笑
顔
さ
わ
や
か
萩
月
の
宵
の
ゆ
た
か
に
て 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
山
　
明
　
子
（
仙
台
市
） 

一
陣
の
涼
風
に
ふ
と
わ
れ
に
か
へ
る
先
行
き
覚
悟
の
病
名
晴
れ
た
日 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙
台
市
） 

ふ
と
め
ざ
め
や
ま
ぶ
き
色
の
月
に
と
ふ
誰
に
聴
か
ま
し
胸
の
こ
が
ら
し 

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
四
） 

   

コ
ス
モ
ス
の
か
す
か
な
揺
れ
に
風
を
知
り 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
伊
　
藤
　
良
　
文
（
舟
形
四
） 

休
田
の
白
の
絨
緞
そ
ば
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
二
） 

帰
ぬ
人
を
迎
ふ
る
盆
の
花
行
事 

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
星
　
川
　
政
　
子
（
舟
形
三
） 

閃
光
と
共
に
一
喝
は
た
た
神 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
斉
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
山
） 

祀
り
方
嫁
に
伝
へ
る
墓
ま
い
り 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
岸
　
　
　
良
　
子
（
長
沢
三
） 

腕
首
の
脈
高
ぶ
れ
る
猛
暑
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
山
） 

炎
天
や
草
取
り
婆
の
玉
の
汗 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
順
　
子
（
　
野
　
） 

夏
祭
諸
肌
ぬ
い
で
太
鼓
打
つ 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
三
） 

夏
休
み
女
は
し
く
な
り
し
厨
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
三
） 

露
天
湯
の
植
輪
ぽ
つ
ん
と
遠
花
火 

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
一
） 

サ
ー
カ
ス
の
ピ
エ
ロ
玉
乗
り
盛
る
夏 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
原
　
田
　
正
　
昭
（
光
生
園
） 

鮮
や
か
に
朝
顔
パ
ッ
と
咲
き
ほ
こ
る 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
ふ
　
み
（
光
生
園
） 

夏
ま
つ
り
孫
の
熱
唱
空
高
く 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
明
　
子
（
光
生
園
） 

我
が
家
へ
と
招
き
導
び
く
墓
は
ら
ひ 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
大
　
石
　
き
よ
い
（
光
生
園
） 

川
下
る
林
間
学
校
子
ら
の
笑
む 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
八
　
鍬
　
紀
代
子
（
光
生
園
） 

子
供
た
ち
汗
か
き
な
が
ら
盆
お
ど
り 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
山
　
上
　
貴
　
子
（
光
生
園
） 

古
里
の
祭
り
囃
子
や
笛
太
鼓 

　
　
　
　
　
　
　
四
季
句
楽
歩
　
　
　
　
　
渡
　
部
　
捷
　
一
（
光
生
園
） 

千
屈
菜
の
風
に
こ
ぼ
る
る
う
す
あ
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
�
　
橋
　
信
　
子
（
長
沢
三
） 

墨
跡
の
筆
捉
え
け
り
虫
の
秋 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
中
　
川
　
恵
美
子
（
木
　
友
） 

稲
穂
た
れ
ほ
ほ
愛
で
渡
る
風
優
し 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
明
　
美
（
舟
形
三
） 

我
れ
愛
で
し
兄
征
き
た
り
蝉
し
ぐ
れ 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
四
） 

庭
花
火
闇
一
点
に
目
の
光
り 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
小
　
野
　
美
知
子
（
舟
形
四
） 

誕
生
日
其
の
一
品
は
冷
や
汁 

　
　
　
　
　
　
　
未
来
図
の
会
　
　
　
　
　
若
　
山
　
節
　
子
（
舟
形
四
） 

 心の深さと揺れ動く感情をあら
わにする、類まれなファンタジー。
僕の母は、魔女だった。森に捨て
られた醜い赤ん坊。拾ったのは魔
女。寓話と伝説に彩られた、少年
と魔女の数奇な運命。ミステリー
の名手が贈る不思議な読みごこち
の傑作。 

 フツーにすごい、ガン見とチラ
見、渋滞グロい。あなたは、どこ
までついていけますか？若者たち
の「キモチ」が丸わかり!『世界一
受けたい授業』でお馴染み、名物
教授の分析に「ナットク！」日本
エッセイスト・クラブ賞受賞第一
作。 

「
魔
女
の
愛
し
た
子
」 

　
　
マ
イ
ケ
ル
・
グ
ル
ー
バ
ー
作 

　
　
　
　
　
　
　
　  

三
辺
律
子 

訳 

「
若
者
言
葉
に
耳
を
す
ま
せ
ば
」 

　
　
　
　
　
　
　
　  

山
口
仲
美 

著 

（
中
央
公
民
館
図
書
室
） 

お
知
ら
せ 

    

　
10
月
15
日
（
月
）
〜
21
日
（
日
）

に
全
国
一
斉
に
「
行
政
相
談
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の

一
環
と
し
て
、
町
で
は
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。 

　
行
政
に
つ
い
て
お
困
り
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
、
行
政
相
談
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。 

▼
日
時
／
10
月
16
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
４
時 

▼
場
所
／
舟
形
町
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室 

▼
相
談
担
当
者
／
行
政
相
談
委

員  

伊
藤
宏 

�（
32
）２
０
１
８

▼
内
容
例
／
年
金
や
老
人
介
護

の
手
続
き
に
つ
い
て
、
許
認
可

申
請
後
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪

問
販
売
で
不
要
な
も
の
を
買
わ

さ
れ
た
な
ど 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
役
場

総
務
課
総
務
班 

�
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
232
）

    

▼
期
間
／
10
月
28
日
（
日
）
〜
11

月
12
日（
月
） 

▼
場
所
／
舟
形
町
中
央
公
民
館 

▼
内
容
／
子
ど
も
作
品
展
、
町

芸
術
文
化
協
会
作
品
展
、
福
祉

施
設
作
品
展
、
一
般
作
品
展
な

ど 

  

▼
日
時
／
11
月
３
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時 

▼
場
所
／
舟
形
小
学
校
体
育
館 

▼
内
容
／
午
前
（
堀
内
田
植
え

踊
り
、
舞
踊
、
民
謡
、
津
軽
三

味
線
、
ヨ
サ
コ
イ
な
ど
） 

午
後
（
舞
踊
、
歌
謡
、
合
唱
、

民
謡
、
詩
吟
な
ど
） 

▼
主
催
／
舟
形
町
芸
術
文
化
協

会 ▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
中
央

公
民
館
　
�（
32
）
２
２
４
６ 

  

▼
期
間
／
10
月
26
日
（
金
）
〜
11

月
12
日（
月
） 

▼
場
所
／
舟
形
町
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー 

▼
内
容
／
佐
藤
幸
男
氏
（
長
沢

１
）
と
そ
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
日

本
画
展 

▼
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
　
�（
33
）
２
５
５
６ 

   

　
舟
形
中
学
校
の
２
年
生
が
総

合
学
習
（
食
と
農
の
学
習
）
の
一

環
と
し
て
芋
煮
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
生
徒
ら
が
栽
培
し
た
サ
ト
イ

モ
と
ネ
ギ
を
使
っ
た
芋
煮
で
す
。

一
般
の
方
へ
も
振
る
舞
い
ま
す

の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し

下
さ
い
。 

▼
日
時
／
10
月
７
日（
日
）
午
前

11
時
頃
〜 

▼
場
所
／
河
川
公
園
ア
ユ
パ
ー

ク
（
雨
天
時
：
舟
形
中
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
） 

▼
料
金
／
１
人
１
０
０
円 

▼
内
容
／
芋
煮
８
０
０
食
（
な

く
な
り
次
第
終
了
） 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
中
学
校 

�（
32
）
２
１
０
８ 

   

　
秋
の
ブ
ナ
林
を
散
策
し
て
、

き
れ
い
な
空
気
と
湧
き
水
を
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
体
中

が
浄
化
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
森
を

十
分
味
わ
っ
た
後
は
、
楽
し
く
森

の
仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。 

▼
日
時
／
10
月
13
日
（
土
）
８
時

30
分
集
合
、
午
後
３
時
解
散 

▼
集
合
場
所
／
舟
形
町
堀
内
　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー  

▼
参
加
費
／
５
０
０
円 

▼
募
集
人
数
／
30
名 

▼
対
象
／
親
子
・
一
般
、も
ち
ろ

ん
お
孫
さ
ん
と
の
参
加
も
で
き
ま
す
。 

▼
服
装
・
持
ち
物
／
山
歩
き
で

き
る
服
装
と
靴
、
雨
具
、
着
替
え
、

タ
オ
ル
、
昼
食
、
飲
み
物
、
敷
物
、

湧
き
水
を
く
む
た
め
の
水
筒 

▼
〆
切
／
10
月
９
日（
火
） 

▼
主
催
／
舟
形
町
、
ブ
ナ
の
実

21
、
舟
形
森
林
事
務
所
　 

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
中
央

公
民
館 

大
山 

�（
32
）２
２
４
６ 

舟
形
森
林
事
務
所 

水
野 

 

�（
32
）２
０
０
９ 

  

▼
日
時
／
10
月
24
日
（
水
）
〜
26

日（
金
）　
午
後
６
時
30
分
〜 

▼
場
所
／
最
上
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

▼
料
金
／
無
料 

▼
申
込
み
開
始
／
10
月
19
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
受
付
開
始 

▼
定
員
／
43
名
（
先
着
順
） 

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／ 

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
　 

�（
22
）
１
０
３
３ 

家
庭
可
燃
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば
 

短
歌
 

俳
句
 

あなたの声をお寄せ下さい 

まちづくり課 統括班 
� 32ー2111（内線322） 

　まちの話題、疑問、質問、

提言・意見のほか、会員募

集やリサイクル情報（譲り

たい、譲ってほしい）、イ

ラストなど何でも結構です。

　広報紙上でできるだけ紹

介していきたいと思います。 

は
ん 

ひ
と
も
と 

来月の納期 

◆町県民税 
◆固定資産税 

納期限･･･ 

忘れずに納税しましょう。 

10月31日（水）まで 

行
政
相
談
所
が
開
設
し
ま
す 

日
本
画
展
開
催 

秋
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開 

舟
形
中
２
年
生
主
催 

「
芋
煮
会
」
の
ご
案
内 

舟
形
・
森
の
学
校 

〜
黄
葉
の
ブ
ナ
林
で
遊
ぶ
〜 

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

舟
形
町
総
合
文
化
祭 

　
　
総
合
文
化
展
が
開
催 

し
ょ
う た

れ 

す
ず
か
ぜ 

こ 



町
営
バ
ス
は
ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
一
律
２
０
０
円
で
す
。
  

道路交通法が改正されます 
         

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
も
う
９
月
に

入
り
、
残
暑
も
す
ぎ
て
、
秋
ら
し
い
日
和

に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
今
回
が
私
の
最

後
の
ミ
ス
若
鮎
通
信
に
な
り
ま
し
た
。
が

ん
ば
っ
て
書
い
た
の
で
み
な
さ
ん
楽
し
ん

で
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。 

　
さ
て
、
９
月
９
日
に
若
鮎
ま
つ
り
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
の
日
が
ミ
ス
若
鮎
と
し

て
の
最
後
の
お
仕
事
で
し
た
。
こ
の
日
も

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
沢
山
！
踊
り
や
太
鼓
、

神
輿
や
山
車
の
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
、

ミ
ス
若
鮎
コ
ン
テ
ス
ト
、
新
沼
謙
治
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
お
客

様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
ワ
ッ
シ
ョ
イ
パ
レ
ー
ド
で
は
、
私
も
祭

り
衣
装
に
着
替
え
て
、
お
神
輿
を
担
が
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

か
け
声
と
と
も
に

汗
を
か
き
か
き
大
き
な
お
神
輿
を
「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
」
。
な
か
な
か

お
神
輿
を
担
ぐ
機
会
が
な
く
、
実
は
初
め

て
だ
っ
た
の
で
す
が
と
て
も
楽
し
く
、
大

変
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
お
神
輿
の
後
は
ミ
ス
若
鮎
コ
テ
ス
ト
で

す
。
今
年
、
私
は
審
査
員
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
昨
年
、
同
じ
場
所
に
立
っ

て
私
も
と
て
も
緊
張
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
選
ば
れ
た
と
き
は
と
て
も
ビ
ッ

ク
リ
と
と
も
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
も

う
交
代
だ
と
思
う
と
ち
ょ
っ
と
寂
し
く
な

り
ま
し
た
。
今
年
選
ば
れ
た
ミ
ス
若
鮎
の

方
は
３
人
と
も
舟
形
町
や
県
内
の
方
で
み

ん
な
と
て
も
綺
麗
な
方
で
す
！
１
年
間
が

ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 

　
１
年
っ
て
あ
っ
と
い
う
間
で
す
ね
。
昨

年
の
10
月
に
は
東
京
都
港
区
で
か
か
し
祭

り
、
今
年
８
月
に
は
世
田
谷
区
民
祭
り
な

ど
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鮎

や
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、
芋
煮
な
ど
一
緒
に
販

売
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
方
と
交
流
し
た
り

と
、
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
、
ミ
ス
若
鮎
は
人
生
最
大
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。 

　
任
期
が
終
わ
っ
て
も
、
ま
た
舟
形
に
も

遊
び
に
い
き
た
い
で
す
。
温
か
い
舟
形
の

み
な
さ
ん
も
大
好
き
で
す
。
１
年
間
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

総務課　No.270
10月のかもしかクラブ 

・舟形保育所 

・長沢保育所 

・南部保育所 

18日（木） 

17日（水） 

9日（火） 

８月２日～９月１日届出分 

舟形４ 

舟形３ 

福寿野 

木　友 

えんじゅ荘 

長沢２ 

舟形４ 

舟形３ 

76（清　勝） 

69（トキ子） 

60（一　治） 

80（　啓　） 

90（本　人） 

79（庄　次） 

99（勝　廣） 

59（裕　征） 

柿崎キミヨ 

沼澤　義昭 

阿部　治男 

斎藤きよゑ 

那須　　貞 

大場　榮子 

森　　重治 

後藤　　章 

□おくやみ申し上げます （世帯主） ◆ 

男 

女 

計 

世帯 

人口と世帯 

：3,216人 

：3,345人 

：6,561人 

：1,908世帯 

（－６） 

（－13） 

（－19） 

（±０） 

 （  ）は 
前月比 

（現在） 

選挙人名簿登録者数 

男性　2,607人 
女性　2,815人 計5,422人 

(9／２現在） 

○掲載を希望しない方は、届け出の 

　際にお申し出下さい。 

8
31

 

大　平 

舟形３ 

舟形４ 

 

横　山 

野尻陽菜乃 

沼澤　茉愛 

沼澤　　颯 

　　　　翔 

森　　　歩 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

（ 　 　 ） 

 
（ 　 　 ） 

ひ な の  

　  ま な  

　  　 はやて 

　  　 かける 

　　あゆむ 

義　文 
貴　子 
 
 

□お誕生おめでとう ◆ 

和　則 
恵　子 
 
 直　樹 

佳　子 

浩　一 
由香理 

 

＜作り方＞ 
①　きゅうりは軽く板ずりして薄い輪切りにし、水分をふきとる。 
②　ちりめんじゃこはさっと水洗いして、水分をとる。かにかまはほぐす。 
③　ボウルに卵を割り、Ｂを入れて混ぜ、よく油のなじんだフライパンに 
　　流し、薄焼き卵をつくり、せん切りにして錦糸卵をつくる。  
④　ボウルに米飯を入れ、Ａを振り入れて混ぜ、①・②・白ごまを加え混 
　　ぜる。  
⑤　器に④を盛り、③と刻みのりを飾って完成。 

▼問い合わせ／舟形町町民課健康班　�（32）2111（内線351） 

ち
ら
し
ず
し 

おいしく
 

食べて 

健康に 

＜材料（４人分）＞  
　米飯‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
　合わせ酢 
　　酢‥‥‥‥‥‥‥‥ 
　　砂糖‥‥‥‥‥‥‥  
　　塩‥‥‥‥‥‥‥ 
　きゅうり‥‥‥‥‥‥‥‥ 
　ちりめんじゃこ‥‥‥‥ 

 
800ｇ 

 
大さじ２ 
大さじ１ 
小さじ1/2 

１本 
40ｇ 

 
かにかま‥‥‥‥‥‥‥  
卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥  
　みりん‥‥‥‥‥  
　砂糖‥‥‥‥‥‥ 
　塩‥‥‥‥‥‥ 
白ごま‥‥‥‥‥‥ 
きざみのり‥‥‥‥‥‥ 

Ａ 

 
４本 
小２個 

小さじ2/3 
小さじ2/3 
ひとつまみ 
大さじ１ 
適量 

「これはオススメ！」という我が家の自慢料理をこのコーナーで紹介してみませんか？ 

Ｂ 

■悪質・危険運転者対策 
　酒を飲んで運転することはもちろん、車や酒を提供した人も罰則となります。また、飲酒運転 

の車に同乗することも禁止されます。 

■高齢運転者対策 
　７５歳以上の方は、運転免許証更新の際に認知機能に関する検査が義務づけられます。 

　また、７５歳以上の方が運転する際は高齢運転者標識（通称：もみじマーク）を表示しなけれ 

ばなりません。 

■自転車利用者対策 
　保護者の方は児童・幼児が自転車に乗る場合、ヘルメットをかぶらせるように努めなければな 

りません。 

■被害軽減対策 
　運転者はもちろん、助手席や後部座席についてもシートベルトを装着しなければなりません。 

通信通信  通信  
Vol.83Vol.83

◆現在の職業は‥‥‥‥‥‥‥ 
 
◆将来の夢は‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 
◆趣味は‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
 
◆どんな異性がタイプ‥‥‥‥ 
 
◆結婚後はどうしたい‥‥‥‥ 
 
◆これからどんな町になって欲しい‥ 
 
◆じいちゃんに一言‥‥‥‥‥ 

建築業 
 
冒険家になりたい 
 
ドライブ、変装 
 
チーズケーキを上手に作れる人 
 
もちろん舟形に住む 
 
このまま変わらないでいて欲しい 
 
いつまでも長生きしてください 
 
 
 
 
 
 

阿部　太さん（21歳） 

道路交通法が改正されます 道路交通法が改正されます 
camera

  angle
camera

  angle

今年成人式を迎えました 今年成人式を迎えました！ 

広報ふながた 19.9｜2223｜広報ふながた 19.9

～中学生のヘルスサポーター21事業で実習したものです～ 

（
福
島
県
） 



広報ふながた 19.9｜24

Public Relations Funagata

【編集・発行】舟形町役場まちづくり課 

〒999ー4601 最上郡舟形町舟形263 
tel. 0233（32）2111  fax.0233(32)2117 
メールアドレス  kikakupr@town.funagata.yamagata.jp 
http://www.town.funagata.yamagata.jp

 

稲
刈
り
も
始
ま
り
本
格
的
な
秋
で

す
ね
。
食
欲
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
そ

し
て
読
書
の
秋
。 

 

実
は
私
は
マ
ン
ガ
が
大
好
き
で
、

面
白
い
マ
ン
ガ
に
出
会
う
と
時
間
を

忘
れ
て
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

マ
ン
ガ
な
ど
教
育
に
悪
い
と
い
う
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
か

が
マ
ン
ガ
！
さ
れ
ど
マ
ン
ガ
！
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
核
心
を
つ
い
て
い
る
も

の
。
料
理
人
の
心
を
表
現
し
た
も
の

な
ど
奥
が
深
い
な
あ
と
感
心
し
て
読

ん
で
い
ま
す
。
ち
な
み
に
私
の
お
薦

め
は
「
夏
子
の
酒
」
で
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゆ
） 

あとがき 
postscript

　
舟
形
町
の
自
然
を
一
望
で
き
る
堤
峰
展
望
場
が
経
壇
原
地

区
の
堤
峰
地
内（
別
名
‥
裏
の
山
）に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
作
業
に
あ
た
っ
た
の
は
、
経
壇
原
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ク
ラ

ブ
（
浅
沼
利
郎
会
長
）の
８
名
で
す
。
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
経
壇
原
農
地
水
環
境
向
上
保
全
会
の
要
請
を
受
け
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
設
で
は
な
く
、
手
作
り
感
が
出
る
よ
う

あ
え
て
砂
利
敷
き
に
。
ま
た
、
雑
草
や
笹
竹
が
生
え
て
こ
な

い
よ
う
、
砂
利
の
下
に
ゴ
ム
板
を
敷
く
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
机
や
イ
ス
、
看
板
な
ど
も
す
べ
て
メ
ン
バ
ー
の
手
作

り
。
メ
ン
バ
ー
の
得
意
分
野
の
技
能
を
活
か
し
、
皆
で
協
力

し
て
作
り
上
げ
た
展
望
場
で
す
。 

　
現
場
に
足
を
運
べ
ば
、
正
面
に
は
経
壇
原
・
一
の
関
集
落

の
家
並
み
が
見
渡
せ
、
北
に
は
若
あ
ゆ
温
泉
を
、
西
方
面
に

は
舟
形
小
学
校
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
冬
期
間
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
中
心
に
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
農
道
の
草
刈
り
や
水
路
掃
除
な
ど

の
作
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
農
家
で
は
な
い

メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
が
、〝
み
ん
な
で
農
地
や
自
然
な
ど
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞
そ
ん
な
思
い
で
作
業
に

参
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

「
今
後
は
周
辺
の
整
備
も
行
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
公
園
の
よ

う
な
感
じ
に
整
備
で
き
た
ら
い
い
な
」
と
浅
沼
会
長
は
語
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
楽
し
み
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

この紙は再生紙を使用しています 

『 

経
壇
原
町
内
会
』 

シリーズ　地域のちから その� 


